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研究交流計画の目標・概要 

［研究交流目標］交流期間（最長３年間）を通じての目標を記入してください。実施計画の基本となります。 

本提案の大目標は、日本がリードしてケミカルバイオロジーのアジア研究教育拠点を形成し、

米国に匹敵する核となることである。ここでいうアジアとは、日本、韓国、中国（香港、本土）、

シンガポール、インドといった「アジア先進国」だけではなく、ベトナム、インドネシア、フィリ

ピン、タイ、マレーシア、モンゴルなどの「アジア新興国」も含む。

ケミカルバイオロジー分野は「アジア先進国」で急激に成長し、基礎研究から創薬研究まで、幅

広くアイデアを創出する融合分野となった。この急成長期に、アジア先進国とアジア新興国を巻

き込み、日本がリードして戦略的にケミカルバイオロジーのアジア拠点を形成する。具体的目標

は以下の２つ。 

目標１「アジア先進国」を代表するケミカルバイオロジー研究者間で、研究資源共同利用、教育

システム共同利用、共同研究、若手研究者交換を行い、効率的に研究と教育を推進する。

目標２「アジア新興国」では、ケミカルバイオロジーの学問自体が普及していない。「アジア先

進国」が共同して「アジア新興国」でケミカルバイオロジーの啓蒙教育活動を行う。また、「ア

ジア先進国」の共通課題として、優秀な外国人留学生の勧誘と国際化がある。この問題を解決す

るために、「アジア新興国」から優秀な大学院生や教員を日本にリクルートして、教育し、新興

国へ送り返す。これによって新興国にケミカルバイオロジーを定着させる。

［研究交流計画の概要］①共同研究、②セミナー、③研究者交流を軸とし、研究交流計画の概要を記入して 

ください。 

本拠点形成は、アジア研究教育拠点事業「アジア発ケミカルバイオロジー」を進化させたものであ

る。すでにケミカルバイオロジー分野の８２名の教授がこの拠点計画に参加している。①共同研究、②

セミナー、③研究者交流に国際交流を分けて考える古典的な方法に限界があると感じ、新しい方法を

模索してきた。その経験に基づいて、研究・教育国際化の新しい手法を本提案で実行する。

目標１と目標２の両方を達成するため、セミナーは「アジア新興国」のみで行う。このセミナーで

は、未発表成果のクローズド会議（マッチング）と現地学生の面接会の両方を行う。「アジア先進国」

からの参加者は、新興国トップ校でケミカルバイオロジーの集中講義もおこなう。２８年度はベトナ

ム・ホーチミン市、２９年度はモンゴル・ウランバートル市、３０年度はフィリピン・マニラ市を計画

している。

クローズド会議で決定した共同研究には、若手研究者の派遣・受入を行い、国際共同研究の推進と

若手国際化を一気に行う。メンバー間で講義資源の交換も行い、それぞれ自国でのケミカルバイオロ

ジー教育の効率化を計る。一部の「アジア先進国」参加者は共同して、マサチューセッツ工科大学が運

営するオンライン教育機関 edX を通じて無料オンライン講座に講義を提供し、世界の学生にケミカル

バイオロジー講座を配信する。edX を共同利用し、先進国と新興国で反転授業も実施する。 



［実施体制概念図］本事業による経費支給期間（最長３年間）終了時までに構築する国際研究協力ネット

ワークの概念図を描いてください。

「アジア先進国」での学術コミュニティ形成 

●研究資源の共同利用・研究加速

●教育資源の共同利用

（edX オンライン講義、教材、反転授業）

●若手研究者の教育

（One-month Exchange Program）

●若手による国際共同研究実行

学生インタビューの様子(2013 年 1 月・バンコク） 

「アジア新興国」でのケミカルバイオロジー促進 

●新興国トップ校での集中講義開講

●edX オンライン講義を利用した反転授業

●「アジア新興国」学生のインタビューと留学促進

●留学生の育成によるケミカルバイオロジー定着

●日本への留学生増加による大学国際化加速

edX とは…？ ハーバード大学と MIT が運営する非営利インターネット教

育機関。コーディネーター上杉は日本初の講義「The Chemistry of Life

（生命の化学）」を英語で世界配信した。これまでに約 2万 5千人が受講。 
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